
マレーシアのボルネオ島にあるマレーシア国立サバ大学に進学し、現在3年生のエミリさんは、

みなと総合高校16期生として当校を卒業後、

より主体的に学べる場を求め、海外の大学へ進学しました。

多民族国家であるマレーシアならではの、

マレー語・中国語・英語が飛び交う国際色豊かな環境で、

プレゼンテーションやフィールドワークなど一方的な講義方式の授業とは異なる

自主的な学びを中心とした充実した大学生活を送っています。

毎月定期開催するランチトーキングでは、

在学中の短期留学や海外の大学へ進学を希望する在校生たちが、お弁当を持って集まり、

英語や日本語で、海外で学ぶOGとの会話を楽しんでいました。

海外の大学で学ぶ、みなと総合OGとのランチトーキング

マレーシアオンライン交流会

～海外の大学に通うOGとのコミュニケーションで、世界を目指そう！～

マレーシアでの大学生活についてプレゼンしてくれました。 2018年度、県立高等学校友好州等高校生派
遣団に選ばれ、2019年にアメリカ・メリーランド州へ

短期留学したエミリさん。
在校生へ選考突破のアドバイスをしてくれました。

在校生からは、多くの質問が出てきて、エミリさんも全ての質問に真摯に応えてくれました。
少人数の日は、エミリさんの大学の同級生も参加して、一緒に英語で会話を楽しみました。


